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は
じ
め
に

日
本
の
漆
器
、
特
に
蒔
絵
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
作
品
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
図
像

が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
い
く
つ
か
の
様

式
が
見
受
け
ら
れ
、
特
に
蒔
絵
の
様
式
に
お
い
て
唐
様
と
和
様
が
区
別
で
き

る
。
そ
し
て
、
漆
器
に
ほ
ど
こ
さ
れ
る
蒔
絵
の
多
く
は
、
絵
画
や
他
の
視
覚

的
な
資
料
が
典
拠
と
な
っ
て
い
る
。
和
様
と
さ
れ
る
漆
器
の
構
図
は
一
般
的

に
、
日
本
の
古
典
が
関
連
し
て
い
る
か
、
も
し
く
は
日
常
生
活
の
事
物
や
風

景
が
表
現
さ
れ
る

1
。
江
戸
時
代
に
は
、
版
本
や
浮
世
絵
を
も
と
に
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
蒔
絵
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
、
屏
風
や
絵
巻
物
の
構
成
を
蒔
絵

に
採
用
す
る
と
い
う
前
代
の
伝
統
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
蒔
絵
作
品
と

そ
の
図
像
は
、
そ
の
も
と
に
な
っ
た
視
覚
的
な
資
料
と
、
下
絵
に
よ
っ
て
つ

な
が
っ
て
い
る

2
。
下
絵
と
は
蒔
絵
を
施
す
工
程
の
前
に
準
備
さ
れ
る
描
画

の
こ
と
で
、
漆
器
の
表
面
に
デ
ザ
イ
ン
を
転
写
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

下
絵
に
は
、
蒔
絵
師
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
、
も
し
く
は
絵
画
や

版
画
を
ベ
ー
ス
に
し
て
蒔
絵
に
適
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
応
用
し
た
も
の
が
あ

る
。
ま
た
、
下
絵
の
一
つ
の
特
色
は
、
モ
チ
ー
フ
を
力
強
い
輪
郭
線
で
描
く

こ
と
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
蒔
絵
の
下
絵
に
は
、
蒔
絵
の
装
飾
に
使
用
さ
れ
る

材
料
や
技
法
に
関
し
て
の
情
報
が
含
ま
れ
る
場
合
も
あ
る
。
こ
う
し
て
三
次

元
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
金
属
粉
を
蒔
く
な
ど
の
様
々
な
蒔
絵
の
技
術
に
よ
っ

て
漆
器
の
上
に
具
現
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

蒔
絵
の
技
法
の
な
か
で
も
「
付
描
」
と
呼
ば
れ
る
線
描
の
技
法
に
よ
り
、

蒔
絵
師
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
輪
郭
線
、
人
の
顔
、
着
物
の
文
様
、
精
巧
な

花
弁
、
水
流
な
ど
の
精
緻
な
部
分
を
正
確
な
線
と
と
も
に
デ
ザ
イ
ン
、
も
し

く
は
新
た
な
創
作
を
可
能
に
し
た
。
ま
た
、
金
、
銀
、
銅
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
金
属
や
、
特
に
色
粉
蒔
絵
に
使
用
さ
れ
る
色
粉
・
乾
漆
粉
に
加
え
て
、
蒔

絵
の
様
々
な
技
法
の
組
み
合
わ
せ
が
、
色
合
い
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
や
構
図

の
奥
行
感
を
含
ん
だ
絵
画
や
版
画
の
よ
う
な
表
現
を
促
進
し
た
。
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●図１：蒔絵硯箱「忍恋」　墨を吹き付ける場面、18 世紀後半、V&A 博物館蔵 
（京都国立博物館編『蒔絵』展覧会図録、平成９年〈1997〉、218 頁転載）



江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
制
作
さ
れ

た
漆
器
に
は
、
浮
世
絵
版
画
や
版
本
の
挿
絵
を
取

り
上
げ
た
作
品
を
数
多
く
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
印
籠
や
盃
、
提
重
箱
で

あ
り
、
硯
箱
、
料
紙
箱
は
少
な
い
。
そ
し
て
、
版

画
や
版
本
の
挿
絵
の
イ
メ
ー
ジ
を
典
拠
と
す
る
漆

器
の
大
半
は
、
飲
食
や
行
楽
、
娯
楽
や
流
行
の
服

飾
に
関
連
し
て
い
る
。
中
に
は
、
西
川
祐
信
の
デ

ザ
イ
ン
を
典
拠
と
す
る
蒔
絵
が
数
点
あ
る

3
。
そ

れ
で
は
、
祐
信
の
デ
ザ
イ
ン
が
ど
の
よ
う
に
三
次

元
の
作
品
へ
採
り
入
れ
ら
れ
、
蒔
絵
と
し
て
表
現

さ
れ
た
の
か
考
察
し
て
み
た
い
。

祐
信
の
挿
絵
を
も
と
に
し
た 

硯
箱
に
つ
い
て

ロ
ン
ド
ン
に
あ
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
＆
ア
ル
バ
ー
ト

博
物
館
（
以
下
、
V
＆
A
博
物
館
）
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
は
、
西
川
祐
信
の
版
本
の
挿
絵
を
も
と
に
装
飾

が
施
さ
れ
た
硯
箱
が
二
点
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
硯
箱

と
は
、
硯
、
墨
、
筆
、
水
滴
、
小
刀
な
ど
の
文
具
を

納
め
る
箱
の
こ
と
で
あ
る
。

図
１
の
硯
箱
は
、
女
性
が
口
か
ら
墨
を
吐
き
出
し

な
が
ら
庭
先
の
壁
に
文
字
を
書
き
、
傍
ら
に
は
付
き

人
の
女
性
が
漆
器
の
台
に
墨
の
入
っ
た
器
を
乗
せ
て

立
つ
と
い
う
迫
力
あ
る
一
場
面
を
表
現
し
て
い
る

4
。
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*

*1

漆
器
に
お
け
る
文
学
に
関
係
す
る
主
題
に
つ
い
て
は
多
く
の
参
考
文
献
が
あ
る
た
め
「A

R
C

漆
器
参
考
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://w

w
w

.dh-jac.net/
db10/bunken/lacquer.htm

）
を
閲
覧
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
参
考
文
献
と
し
て
以
下
の
二
点
を
挙
げ
て
お
く
。 

・
京
都
国
立
博
物
館
編
『
蒔
絵
』
展
覧
会
図
録
、
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
。 

・
灰
野
昭
郎
『
日
本
の
意
匠 

蒔
絵
を
愉
し
む
』
岩
波
書
店
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
。

 

*

*2

下
絵
に
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
輪
郭
線
を
用
意
し
、
漆
器
の
表
面
に
文
様
を
ト
レ
ー
ス
し
や
す
く
し
た
。
そ
の
た
め
、
輪
郭
線
の
は
っ
き
り
し
た
浮
世
絵
を
使
用
に

適
し
た
漆
器
の
下
絵
に
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
。

 

*

*3

こ
の
他
に
も
、
西
川
祐
信
の
デ
ザ
イ
ン
を
も
と
に
し
た
漆
器
作
品
が
さ
ら
に
数
点
あ
る
と
認
定
し
て
い
る
。

 

*

*4

蒔
絵
硯
箱
、
Ｖ
＆
Ａ
博
物
館
蔵
。
資
料
番
号W

-309-1916

、
高
：4.8cm

、
幅 

：21.3cm

、
奥
行
： 24.8 cm

。For reference see: Strange, Edw
ard F: 

C
a

ta
log

u
e of Ja

p
a

n
ese L

a
cq

u
er, V

ictoria and A
lbert M

useum
, London, 1924, vol. 1. ●図２：西川祐信『絵本玉かづら』元文元年（1736）、大英博物館蔵 

（© Trustees of the British Museum, 1915,0823,0.38）



壁
に
書
か
れ
た
「
忍
恋
」
の
文
字
は
、
当
時
流
行
の
奇
抜
な
表
現
で
あ
る

と
同
時
に
、
こ
の
作
品
の
場
面
構
成
は
、
有
名
な
歌
舞
伎
の
シ
ー
ン
「
葛

の
葉
子
別
れ
」
を
想
起
さ
せ
る
。「
葛
の
葉
子
別
れ
」
の
場
面
が
描
か
れ
る

『
蘆
屋
道
満
大
内
鑑
』
は
、
享
保
一
九
年
（
一
七
三
四
）
に
大
坂
で
人
形
浄

瑠
璃
と
し
て
初
演
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
に
江
戸

中
村
座
で
、
続
く
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
に
は
大
坂
に
お
い
て
も
歌
舞

伎
上
演
さ
れ
た

5
。

図
２
は
、
図
１
の
硯
箱
を
制
作
す
る
際
、
デ
ザ
イ
ン
の
典
拠
と
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
『
絵
本
玉
か
づ
ら
』（
元
文
元
年
〈
一
七
三
六
〉
刊
）
の
挿
絵

で
あ
る
。

図
１
の
硯
箱
に
は
、「
春
正
」
の
銘
が
あ
る
。
四
代
目
山
本
春
正
（
京
都
、

元
禄
一
六
年
〈
一
七
〇
三
〉
―
明
和
七
年
〈
一
七
七
〇
〉）
は
、
西
川
祐
信

（
寛
文
一
一
年
〈
一
六
七
一
〉
―
寛
延
三
年
〈
一
七
五
〇
〉）
と
同
時
代
の
人

物
で
あ
る
た
め
、
春
正
が
硯
箱
を
制
作
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
硯
箱
の
デ
ザ

イ
ン
の
典
拠
と
な
っ
た
祐
信
の
挿
絵
（
図
２
）
は
、
四
人
の
女
性
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
一
人
は
、
縁
側
に
腰
掛
け
て
庭
先
の
壁
へ
顔
を
向
け
、
団
扇
で

扇
い
で
い
る
。
一
方
、
残
り
三
人
の
女
性
は
、
文
字
が
吹
き
付
け
ら
れ
て
い

る
壁
の
前
へ
立
っ
て
い
る
。
図
２
の
背
景
に
は
、
柳
の
木
が
描
か
れ
、
画
面

左
手
に
は
、
花
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
硯
箱
で
は
、
版
本
の
構
図
が
簡

略
化
さ
れ
、
構
図
の
中
で
重
要
な
要
素
の
壁
、
墨
を
吹
き
付
け
る
女
性
と
付

き
人
の
み
が
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
残
さ
れ
た
。
硯
箱
の
装
飾
は
、
黒
漆
の
背
景

に
金
、
銀
、
色
粉
を
使
用
し
た
色
粉
研
出
蒔
絵
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
典
拠

と
な
っ
た
挿
絵
と
硯
箱
の
構
成
を
比
較
し
て
み
る
と
、
典
拠
と
な
っ
た
祐
信

の
挿
絵
は
、
版
本
の
見
開
き
に
わ
た
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
蒔
絵
師
は
、

硯
箱
の
構
図
を
考
え
る
際
に
見
開
き
画
面
の
内
、
右
面
三
分
の
一
を
割
愛
し
、

重
要
な
要
素
の
み
を
選
択
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

硯
箱
の
中
で
壁
は
、
微
妙
に
金
、
茶
色
、
黄
色
を
使
用
し
て
漆
喰
壁
を
表
現

し
、
蓋
の
左
縁
で
祐
信
の
挿
絵
に
あ
っ
た
柱
を
暗
示
さ
せ
る
よ
う
に
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
墨
を
吹
き
付
け
る
女
性
と
付
き
人
の
若
い
女
性
は
、

祐
信
の
版
本
を
ほ
ぼ
忠
実
に
再
現
し
て
い
る
。
祐
信
の
版
本
と
同
様
に
、
墨

を
吹
き
付
け
る
女
性
の
着
物
は
、
笠
と
梅
の
模
様
で
装
飾
さ
れ
、
付
き
人
の

女
性
の
着
物
は
格
子
模
様
で
装
飾
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
付
き
人
の
女
性
は

天
目
台
に
墨
の
入
っ
た
容
器
を
乗
せ
て
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
蒔
絵
師
は
、

着
物
の
形
状
を
表
現
す
る
た
め
に
、
金
や
銀
、
黒
や
赤
い
色
粉
を
使
用
し
た
。
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●図３：蒔絵硯箱「忍恋」　墨を吹き付ける場面、 
19 世紀前半頃、チャールズ・A・ グリーンフィー
ルドコレクション 

（Eskenazi Limited, The Charles A. Greenfield 
Collection of Japanese Lacquer, London, 1990; 
cat.no.37）



研
出
蒔
絵
に
よ
り
表
現
さ
れ
た
硯
箱
の
な
め
ら
か
な
表
面
は
、
版
本
の
よ
う

な
二
次
元
の
性
質
を
彷
彿
と
さ
せ
、
デ
ザ
イ
ン
の
下
地
と
な
っ
た
墨
摺
り
の

画
面
は
、
蒔
絵
師
に
よ
っ
て
わ
ず
か
に
「
色
づ
け
」
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
平

面
で
四
角
形
を
し
た
硯
箱
の
蓋
は
、
版
本
の
挿
絵
と
う
ま
く
適
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
硯
箱
に
採
用
さ
れ
た
テ
ー
マ
は
「
書
く
」
と
い
う
行
為
を
連
想
さ
せ

る
た
め
、
遠
回
し
に
硯
箱
に
適
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

図
１
の
硯
箱
は
、ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
レ
バ
リ
ー
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー（
一
八
四
〇

―
一
九
一
六
）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
V
＆
A
博
物
館
へ
一
九
一
六
年
に
遺

贈
さ
れ
た
。
彼
の
漆
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
か
ね
て
か
ら
質
の
高
い
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
評
価
さ
れ
て
い
た
。
彼
は
、
熱
心
な
蒐
集
家
で
、
バ
ー
リ
ン
ト
ン
・

フ
ァ
イ
ン
・
ア
ー
ツ
・
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
ー
ト
・
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
ン
ド
の
財
政
支
援
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
は

北
斎
の
「
富
嶽
三
十
六
景
」
を
含
ん
だ
浮
世
絵
も
蒐
集
し
て
い
た
。
加
え
て
、

彼
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
ク
ニ
ー
ル
・
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
有
力
な
後
援
者
の
一
人

で
も
あ
っ
た
。

祐
信
版
本
に
見
ら
れ
る
「
忍
恋
」
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
一
九
世
紀
に
制
作
さ

れ
た
硯
箱
に
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
図
３
の
硯
箱
は
、以
前
は
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
A
・
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た

6
。

図
３
の
硯
箱
に
は
、「
欽
羊
斎
」
の
銘
が
あ
る
。
こ
の
硯
箱
の
場
合
、
蒔

絵
師
は
デ
ザ
イ
ン
す
る
際
、
床
几
に
腰
掛
け
る
三
人
目
の
女
性
も
含
み
、
壁

の
面
積
も
大
き
く
し
て
、
も
と
に
し
た
祐
信
の
デ
ザ
イ
ン
を
も
っ
と
正
確
に

写
し
た
。
ま
た
、
壁
は
当
初
白
色
の
よ
う
に
見
え
た
銀
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
の
違
い
と
し
て
背
景
が
挙
げ
ら
れ
、
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
硯
箱
は
、
背
景
に
金
粉
が
蒔
か
れ
て
い
る
が
、
V
＆
A
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
硯
箱
は
、
背
景
が
ほ
と
ん
ど
黒
で
あ
っ
た
。
V
＆
A
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

硯
箱
は
、
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
硯
箱
よ
り
も
早
い
時
期
に

制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
硯
箱

は
、
以
前
、
一
九
五
五
年
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
た
、

マ
ツ
モ
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
〇
年
ロ
ン
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*
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歌
舞
伎
で
上
演
さ
れ
る
「
葛
の
葉
子
別
れ
」
の
場
面
と
西
川
祐
信
の
版
本
に
描
か
れ
る
挿
絵
の
構
図
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
組
み
込
ま
れ
た
視
覚
的
な
表
現
は
、
一

見
す
る
と
関
係
が
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
歌
舞
伎
で
は
、
葛
の
葉
は
筆
を
口
に
く
わ
え
、
赤
ん
坊
を
抱
い
て
別
れ
の
歌
を
障
子
に
書
く
。
一
方
、
祐
信
絵
本

の
挿
絵
で
は
、
筆
を
口
に
く
わ
え
て
お
ら
ず
、
女
性
は
一
見
す
る
と
遊
女
の
よ
う
に
見
え
、
墨
を
口
か
ら
直
接
壁
へ
吹
き
付
け
て
い
る
。
こ
の
女
性
は
、
壁
へ
墨
を

吹
き
付
け
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
り
、
他
の
女
性
達
も
そ
の
様
子
を
楽
し
げ
に
見
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
葛
の
葉
が
障
子
に
書
く
別
れ
の

歌
は
、「
忍
恋
」
と
は
関
係
の
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

 

*

*6

蒔
絵
硯
箱
、
高
： 6.3cm

、
幅
：20.9cm

、
奥
行
：25.1cm

。



ド
ン
の
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
競
売
で
取
引
さ
れ
た

7
。

V
＆
A
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
る
祐
信
版
本
を
典
拠
と
す
る
硯
箱
は
、
他
に

も
あ
る
（
図
４
）

8
。

図
４
の
硯
箱
に
は
、
八
人
の
男
女
が
夏
の
夜
に
船
の
上
で
遊
興
し
、
蛍
を

追
い
か
け
て
い
る
様
子
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
夜
空
と
対
照
的
に
蛍
の
光
が

明
る
く
輝
い
て
い
る
。
こ
の
硯
箱
の
描
写
は
詳
細
な
も
の
で
あ
り
、
精
緻
な

顔
の
表
情
や
着
物
の
複
雑
な
模
様
、
船
の
先
頭
に
座
る
男
性
の
帯
に
提
げ
ら

れ
た
小
さ
な
印
籠
、
蛍
を
捕
ま
え

よ
う
と
手
を
伸
ば
す
男
性
の
扇
子

に
風
景
が
描
か
れ
て
い
る
。

硯
箱
に
表
現
さ
れ
た
場
面
は
、
祐

信
の
『
絵
本
真
葛
か
原
』（
寛
保
元

年
〈
一
七
四
一
〉
刊
）
の
挿
絵
を

利
用
し
て
い
る
（
図
５
）。『
絵
本

真
葛
か
原
』
は
、
歌
合
の
歌
と
そ

れ
に
合
わ
せ
た
三
〇
の
挿
絵
を
含

む
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
見
開
き

に
描
か
れ
た
図
５
は
、
硯
箱
と
同

様
に
蛍
狩
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
硯
箱
よ
り
も
流
水
や
葦
の
生
え
た

川
岸
な
ど
背
景
全
体
が
描
き
込
ん
で
あ
る
。

歌
合
の
歌
は
、
見
開
き
の
右
上
部
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

蛍夕
く
れ
は
こ
か
れ
ゆ
く
身
の　

あ
ち
き
な
く

扇
や
そ
ら
に　

か
ゝ
る
し
か
ら
み

こ
の
歌
は
、
隠
し
き
れ
な
い
秘
め
た
想
い
の
悲
し
さ
を
う
た
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
硯
箱
を
制
作
し
た
蒔
絵
師
は
、
版
本
の
右
上
部
は
硯
箱
制
作
の
段
階
で

は
割
愛
し
、
船
遊
び
と
蛍
狩
に
焦
点
を
当
て
た
。
流
水
の
表
現
は
、
硯
箱
の
縁

を
越
え
て
蓋
の
左
側
面
ま
で
続
き
、
船
と
人
物
の
一
部
は
、
蓋
の
右
側
面
ま
で
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●上／図４：蒔絵硯箱「蛍狩」、18 世紀後半期頃、V&A 博物館蔵 
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●下／図５：西川祐信『絵本真葛か原』寛保１年（1741）、国立国会図書館蔵



続
い
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
蛍
狩
の
描
写
は
、
金
、
銀
、
朱
色
の
粉

を
使
用
し
た
研
出
蒔
絵
の
技
法
が
施
さ
れ
て
い
る
。
背
景
は
黒
で
、

詳
細
部
分
は
、細
い
線
を
描
い
て
粉
を
蒔
く
「
付
描
」
や
「
蒔
暈
か
し
」

の
技
法
で
表
現
さ
れ
、
金
の
輝
き
や
赤
い
蛍
は
、
螺
鈿
を
嵌
め
込
む

こ
と
に
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
。
硯
箱
の
内
部
は
、
梨
子
地
が
施
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
硯
箱
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
ト
ム
キ
ン
ソ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
一
部
で
、
一
九
二
一
年
に
マ
イ
ケ
ル
・
ト
ム
キ
ン
ソ
ン
の
寄
贈

に
よ
り
V
＆
A
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
硯
箱
は
、
ト

ム
キ
ン
ソ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
図
録
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
図

録
に
よ
る
と
、
本
作
は
春
正
作
で
あ
り
、
制
作
年
代
は
一
八
世
紀
と

さ
れ
る

9
。
チ
デ
ィ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
城
の
デ
ニ
ス
・
ア
イ
ル
・
バ
ウ

ア
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
図
４
と
非
常
に
よ
く
似
た
硯
箱
が
あ
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
硯
箱
の
関
連
に
つ
い
て
さ
ら
に
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
V
＆
A
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
二
点
の
硯
箱
は
、
お

そ
ら
く
一
八
世
紀
後
半
に
京
都
の
春
正
工
房
で
制
作
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

優
品
は
祐
信
絵
本
の
デ
ザ
イ
ン
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
洗
練
さ
れ
た
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装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
制
作
年

代
を
特
定
す
る
文
献
資
料
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。

蒔
絵
に
お
け
る 

さ
ま
ざ
ま
な
祐
信
の
デ
ザ
イ
ン

で
は
、
次
に
そ
の
ほ
か
に
確
認
で
き
る
祐
信
の
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
の
漆
器

を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
図
６
は
、
雄
牛
が
鋤
を
引
い
て
田
を
耕
し
て
い
る

農
耕
の
場
面
を
蒔
絵
で
表
現
し
た
盃
で
あ

る
10
。
雄
牛
が
鋤
を
引
く
題
材
は
、
ほ
ぼ

同
様
の
構
図
が
一
八
世
紀
中
頃
に
出
版
さ

れ
た
祐
信
の
『
絵
本
士
農
工
商
』
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
（
図
７
）。
蒔
絵
師
は
盃
の

背
景
を
版
本
か
ら
変
更
さ
せ
て
い
る
が
、

そ
の
他
の
主
要
な
人
物
や
外
観
は
版
本
か

ら
そ
の
ま
ま
採
り
入
れ
て
い
る
。
こ
の
盃

は
お
そ
ら
く
、
一
九
世
紀
初
頭
に
制
作
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

図
８
は
、
京
都
の
漆
器
工
房
で
あ
る
象

彦
に
所
蔵
さ
れ
る
一
九
世
紀
に
制
作
さ
れ

た
手
箱
で

11
、
蓋
裏
に
蛍
狩
の
場
面
が
装
飾
さ
れ
て
い
る
。
手
箱
と
は
、

化
粧
道
具
を
納
め
る
漆
器
の
こ
と
で
あ
る
。
蓋
裏
の
構
図
は
、
延
享
二
年

（
一
七
四
五
）『
絵
本
若
草
山
』
に
掲
載
さ
れ
た
蛍
狩
の
場
面
に
お
お
よ
そ

基
づ
い
て
い
る
（
図
８
、９
）。
手
箱
も
先
ほ
ど
の
硯
箱
と
同
様
に
、
生
き

生
き
と
し
た
夏
の
船
遊
び
と
蛍
狩
に
着
目
し
た
構
図
で
、
手
箱
で
は
版
本

の
構
図
に
加
え
、
川
岸
に
団
扇
を
持
っ
た
人
々
を
描
き
加
え
て
い
る
。

最
後
に
、
一
九
世
紀
に
制
作
さ
れ
た
、
男
性
が
船
の
先
頭
で
花
火
を

打
ち
上
げ
る
船
遊
び
の
場
面
を
装
飾
し
た
印
籠
を
と
り
あ
げ
た
い
（
図

10
）。祐
信
は
、図
10
の
印
籠
に
類
似
し
た
構
図
を
延
享
三
年（
一
七
四
六
）

の
『
絵
本
都
草
紙
』
に
描
い
て
い
る
が
、
印
籠
の
デ
ザ
イ
ン
は
絵
本
の

挿
絵
を
正
確
に
踏
襲
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（
図
11
）。
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浮
世
絵
に
影
響
を
受
け
た
漆
器

蒔
絵
が
誕
生
し
た
初
期
に
は
、
同
時
代
の
人
々
が
登
場
し
た
作
品

は
少
な
い
。
し
か
し
、
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
、

蒔
絵
の
技
術
的
な
発
展
と
漆
器
の
デ
ザ
イ
ン
に
意
義
深
い
変
化
が
み

ら
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
日
本
の
絵
画
、
特

に
屏
風
に
お
い
て
も
新
た
な
流
れ
が
生
ま
れ

た
。
屏
風
の
中
で
も
特
に
南
蛮
屏
風
や
洛
中

洛
外
図
屏
風
で
は
、
顔
や
衣
服
、
そ
し
て
人

物
の
動
き
が
詳
細
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
同
時
代
の
人
々
が
大
画
面
の
主
題
と
な

る
こ
と
は
、
日
本
美
術
史
上
初
め
て
の
出
来

事
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
風
変
わ
り
な
外
国

人
を
詳
細
に
表
現
し
た
南
蛮
様
式
蒔
絵
の
箱

や
印
籠
が
制
作
さ
れ
た
。
こ
の
動
き
は
、
南

蛮
屏
風
の
人
気
や
大
画
面
の
絵
画
的
な
構
図

が
、
同
時
代
の
漆
器
の
デ
ザ
イ
ン
と
重
要
な

結
び
つ
き
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
南
蛮
屏
風
や

洛
中
洛
外
図
な
ど
、
大
き
な
画
面
で
同
時
代
に
生
き
て
い
る
大
衆
の
姿
を
描

く
と
い
う
、
日
常
生
活
を
表
現
す
る
新
し
い
流
行
が
こ
の
時
代
に
な
っ
て
受
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●上／図 10：蒔絵印籠「船遊」、19 世紀（Published in: Kress, Heinz and Else: Inrō a 
key to the world of samurai, Tampere Museum, 2010, p.222）

●右／図 11：西川祐信 『絵本都草紙』延享３年（1746）、国立国会図書館蔵



け
入
れ
ら
れ
、
同
時
に
漆
器
の
絵
画
的
主
題
と
し
て
流
行
し
て
い
っ
た
と
確

信
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
内
装
と
し
て
用
い
ら
れ
た
制
作
当
時
の
屏
風
は
、
漆
器
や
飾
り

物
と
共
に
設
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
装
飾
に
は
類
似
、
も
し
く
は
関
係
の
あ
る

絵
画
的
題
材
が
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
お
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

江
戸
時
代
初
頭
以
降
、
漆
器
に
は
田
植
や
石
曳
、
曳
舟
な
ど
の
風
俗
画
が

蒔
絵
と
し
て
表
現
さ
れ
始
め
た
。
こ
れ
ら
の
構
図
は
、
農
作
業
に
従
事
す
る

農
民
や
肉
体
労
働
に
取
り
組
む
人
々
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
上
記
の
よ
う

な
主
題
の
表
現
は
、
農
業
や
肉
体
労
働
に
対
す
る
敬
意
を
示
し
て
お
り
、
こ

の
よ
う
な
潮
流
は
、
社
会
全
体
の
幸
福
に
対
し
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ

る
。
同
時
に
、
風
俗
画
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
農
作
業
な
ど
の
様
子
は
、

日
常
の
一
場
面
で
あ
り
、
年
中
行
事
の
一
部
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

江
戸
時
代
初
期
か
ら
花
見
遊
興
や
物
見
遊
山
、
都
市
生
活
に
お
け
る
室
内

遊
戯
や
吉
原
遊
郭
の
場
面
な
ど
が
浮
世
絵
師
に
よ
り
多
数
描
か
れ
た
。
そ
し

て
、
一
七
世
紀
後
半
ま
で
に
は
、
女
と
男
の
「
浮
世
」
が
絵
画
で
描
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
浮
世
絵
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
人
気
歌
舞
伎
役
者
や
遊
女

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
題
の
絵
を
商
業
的
な
商
品
で
あ
る
浮

世
絵
を
通
じ
て
広
く
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

よ
う
な
浮
世
絵
の
主
題
は
、
漆
器
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
適
し
て
い
た

12
。

 

祐
信
デ
ザ
イ
ン
の
蒔
絵

V
＆
A
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
一
八
世
紀
に
制
作
さ
れ
た
高
い
質
の
硯
箱

は
、
精
緻
な
装
飾
と
祐
信
絵
本
の
挿
絵
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
祐
信
絵
本
の

構
図
の
中
に
同
時
代
の
関
心
や
流
行
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
豪

華
な
硯
箱
は
、
お
そ
ら
く
裕
福
な
町
人
か
ら
特
別
に
注
文
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
硯
箱
が
同
じ
工
房
で
制
作
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
、

そ
し
て
京
都
の
蒔
絵
師
で
あ
る
山
本
春
正
の
工
房
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
特

定
す
る
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
と
な
る
。
出
版
年
が
判
明
す
る
版
本
や
浮
世

絵
の
デ
ザ
イ
ン
を
採
り
入
れ
た
漆
器
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
漆
器
の
文
化

や
歴
史
、
京
都
の
蒔
絵
師
に
関
す
る
有
益
な
示
唆
も
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
一
九
世
紀
に
制
作
さ
れ
た
祐
信
絵
本
の
構
図
が
採
用
さ
れ
た
硯
箱
の

存
在
は
、
彼
の
デ
ザ
イ
ン
に
継
続
性
の
あ
る
人
気
が
あ
っ
た
こ
と
を
実
証
し

て
い
る
。
同
時
に
、
本
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
作
品
の
蒐
集
史
に
目
を
向

け
る
こ
と
で
、
明
治
時
代
に
外
国
人
日
本
美
術
コ
レ
ク
タ
ー
の
間
で
浮
世
絵

と
関
連
し
た
工
芸
品
が
も
て
は
や
さ
れ
た
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。

（
原
文　

一
三
九
頁
参
照
）
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*

*12

印
籠
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
浮
世
絵
と
挿
絵
の
構
図
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
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